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日時：2005年11月19日㈯　10：00－15：00

場所：CALE フォーラム

講師：石崎俊子　佐藤弘毅

事業の概要：（別紙案内チラシ参照　p.53）

参加者：日本語ボランティア現職者19名

　このオープンフォーラムはコンピューターを使って

日本語の教材を作成してみたいけれども，どこから始

めてよいかわからないという方々を対象にしたもの

で，ハンズオンセッションで各自がコンピューターを

駆使してオリジナルの日本語教材を作成するというの

が目的であった。

　今回のオープンフォーラムは募集の時点で30名以上

の申し込みがあったが，センターの施設は20台のノー

トパソコンと限られているので20名を上限とし，当日

は１名欠席の19名で行った。

　午前中はまず講師によるインターネットから入手で

きる教材作成用素材の紹介から始まった。下記の紹介

した url の中の幾つかを挙げる。最近は写真，イラス

ト，新聞記事など日本語教材作成用に適した素材が検

索するだけで容易く入手できるようになった。

http://www.google.com/imghp　Google イメージ

http://www.nhk.or.jp/kdns/_hatena/hatena.html

 こどもニュース

http://www.aozora.gr.jp/　青空文庫

　続いて参加者が各々インターネットを利用して教材

に必要な画像やテキストを入手する作業を行った。今

回は読解の教材作成をテーマに各自，教材に必要な

素材を web 上で探した。入手した素材は Microsoft 

Word を利用し，図の挿入，テキストのコピー，貼り

付け，更には振り仮名付けまで行った。Web から入

手した新聞記事などの生教材は学習者のレベルに合わ

せて作られているものではないので，読めない漢字が

多くなり，振り仮名が必要になる。Microsoft Word

の振り仮名付けの機能は参加者に大変好評だった。午

前中で各自読解教材を作成し，参加者による初級，中

級，上級の様々な読解教材が出来上がった。

　昼食をはさんで，午後は Micorosoft Powerpoint の

ソフトを使い，聴解の教材を作成した。Micorosoft 

Powerpoint とは研究発表会などでよく使われている

プレゼンテーションソフトであるが，日本語の授業に

も上手に使えば大変，効果的なソフトである。講師に

より，Micorosoft Powerpoint の使い方の説明があっ

た。参加者は文章，画像，音の挿入の仕方の説明を受

け，大変熱心に取り組んでいた。各自が作成した教材

を試してみて，画像が出てきたり，音が出ると，あち

らこちらで「ワーッ」という歓声があがっていた。

　最後に「web 問題作成ツール」（http://www.fureai.

or.jp/̃irie/webquiz/）という web 上の問題作成ツー

ルを利用して問題作成をした。このツールは問題の

データを入力するだけで誰でも簡単に問題を作成する

ことができ，HTML やプログラミングの知識は必要

ないという優れたものである。選択問題，OX 問題，

一問一答問題，穴埋め問題などの問題が簡単に作れ，

採点及び解答表示もしてくれる。参加者は Micorsoft 

Word や PowerPoint で作成した教材を基にして問題

作りをし，Word もしくは PowerPoint で作成された

本文，そして web 問題作成ツールで作成された問題

の１セットの読解教材を完成させた。

　オープンフォーラムの後日，何人かの参加者から感

想のメールを頂いた。下記にその中の１つを紹介する。

「昨日は『コンピューター日本語教材』の講義をして

頂きありがとうございました。本日，早速使わせて頂

第５回留学生センターオープンフォーラム

「コンピューター日本語教材を作成しませんか」

石 崎 俊 子

佐 藤 弘 毅
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きました。画像を貼り付けたりと今までの教材とは少

し違った出来になったかと思っています。これからも

ドンドンと活用していきたいと思います。」いずれの

感想も，上記のように大旨好評であった。

　コンピューター教材を作成すると言うのは技術を要

し，手が付けられないと思っている人がたくさんおら

れると思うが，皆さんの身近にある Micorsoft Word

でも少し工夫をすればりっぱな日本語教材になり，ま

た Micorsoft PowerPoint も難しそうだと今まで触っ

たことがなくても少しやり方を学べば今までの教材で

出来なかったことが簡単に出来るようになり，可能性

が広がっていくと思う。そのきっかけをこのオープン

フォーラムで作ることができたのであればそれは大変

光栄だと思う。
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